
兵庫県歴史文化遺産総合活用推進事業
【計画の改善時期】

平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

兵庫県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

  本事業は、兵庫県教育委員会事務局文化財課が全体計画の企画、調整、事業の指導等を行う。
また、事業の実施については、次の団体が実施。
  兵庫県歴史文化遺産総合活用推進実行委員会（会長：山下史朗）

構成団体:兵庫県教育委員会事務局文化財課、みどりのヘリテージマネージャー会、
                   兵庫県名勝部門ヘリテージマネージャー連絡会、ひょうごヘリテージ機構Ｈ２Ｏ、
                   兵庫県無形・民俗文化財保護協会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

これまで兵庫県では、地域の特色ある歴史文化遺産を活用して「ふるさと文化の創造的伝承」を実現する『歴史
文化遺産活用構想』をとりまとめ、各市町教委と連携して地域の歴史文化遺産の見直しやその特性を活かした活用
策について検討してきた。
また、住民自らによる、地域の身近な歴史文化遺産を活かした魅力あふれる地域づくり、地域を愛する人づくり

の推進を図るため、歴史文化遺産を発見し、コミュニティの財産として活用する「歴史文化遺産活用推進員（ヘリ
テージマネージャー）」の養成を全国に先駆けて実施してきた。
今回の事業実施にあたっては、この『歴史文化遺産活用構想』に基づき作成した「歴史文化遺産活用ガイドライ

ン」を踏まえながら、以下の視点により企画・立案された事業を実施する。
① 歴史文化遺産を発見し、その総合的な活用を図るヘリテージマネージャーの県下全域を対象とした育成事業
② 市町域を越えて、市町教委や地域住民、NPO法人等が実施する取組みで「地域おこし」や「まちづくり」につな
がる歴史文化遺産を総合活用する事業
③隣接する市町・地域等が連携して歴史文化遺産の総合的な活用に取組むことができるようなモデル事業
（１）兵庫県ヘリテージマネージャー人材育成事業（平成29年度～平成33年度）
（２）兵庫県名勝部門ヘリテージマネージャー人材育成事業（平成29年度～平成33年度）
（３）兵庫県みどりのヘリテージマネージャー人材育成事業（平成29年度～平成33年度）
（４）ひょうごのお城ウォーキング事業（平成29年度～平成33年度）
（５）兵庫県の民族芸能公開事業（平成29年度～平成33年度）
（６）「兵庫県のまつり」情報発信事業（平成29年度～平成33年度）

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本計画に基づく歴史文化遺産を総合的に活用する事業の実施により、県民が身近にある地域資源に関心や興味を
持ち、そのなかに歴史や文化を見出していく機会となることが期待できる。
また、文化財保存団体や文化財所有者にも自己の文化財の価値を再認識してもらうとともに、様々な団体や住民

との交流をきっかけとして、文化財保護・活用の意識向上を図ることができる。

平成15年３月  地域の特色ある歴史文化遺産を活用して「ふるさと文化の創造的伝承」を実現する
『歴史文化遺産活用構想』をとりまとめる

平成19年３月 『歴史文化遺産活用構想』に基づき「歴史文化遺産活用ガイドライン」を作成
令和２年３月 『文化財保存活用大綱』策定

地方公共団体
担当部局課

兵庫県教育委員会 文化財課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 72,437 千円 平成31年度申請額： 1,276 千円

様式１－１



56 ％平成 33 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 28 年度 【目標値】53 ％

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
住んでいる地域には、自慢したい地域の「宝」（風景
や産物、文化）があると思う人の割合

関連事業: ①②③④

住民の研修会やイベント・ワークショップ等への参加者数により文化財への関心度を測る

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

0%

年度

53.0 ％ ％ ％ ％ ％ ％

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 地域の文化遺産を活用した取組数 関連事業: ①②③④

平成 33 年度 306 件

設定根拠２： ヘリテージマネージャーによる継続的な活動の推進

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 28 年度 206 件 ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

件 件

0%

206 件 件 件 件

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
兵庫県の無形・民俗文化保護協会参加団体数（175団
体）の保存会会員数

関連事業: ④

平成 33 年度 175 団体

設定根拠３： 兵庫県内市町の人口減の状況から、現状維持を設定

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 28 年度 175 団体 ⇒ 【目標値】

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

団体 団体

現状維持 現状維持

175 団体 175 団体 団体 団体

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 指定文化財での庭園管理及び講習会などでの活動人数

目標値：

事業①： 名勝部門ヘリテージマネージャー人材育成事業 実施団体： 兵庫県名勝部門ヘリテージマネージャー連絡会

・県民に活動の趣旨を理解していただくために、イベント・ワークショップを開催する。
・名勝部門ヘリテージマネージャが自立して活動できるように、研修会を開催し研鑽を深める。
・研修の一つとして荒廃しつつある現状をより理解していただくための、名勝庭園対象とした現況調査を
進める。

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数

【現状値】 平成 29 年度 20 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 60 人

事業概要：

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

平成 32 年度 平成

34 人 60 人 人 人 人 人

35% 100%

事業②： 兵庫県みどりのヘリテージマネージャー育成事業 実施団体： 兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：

・新たにヘリテージマネージャーを育成する養成講座を実施する。
・天然記念物である樹木の調査・診断・保全処置を通して、歴史文化遺産の総合的活用のために必要な人
材育成を行う。
・史跡等での植栽計画の指導や地域の保存会と研修することでヘリテージマネージャーのスキルアップに
つなげる。

評価指標区分： ・ヘリテージマネージャー育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 指定文化財での樹勢回復事業及び講習会などでの活動人数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 34 人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 60 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

34 人 40 人 人 人 人 人

0% 23%

様式１－１別紙②



事業③：
兵庫県ヘリテージマネージャー人材育成事業
ヘリテージマネージャー大会（研修会）

実施団体： ひょうごヘリテージ機構Ｈ²O

評価指標区分：
・ヘリテージマネージャー育成講座修了者によるヘリテージ活
動件数

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ヘリテージマネージャー大会等のヘリテージ活動参加者数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：

・県内の複数件の文化財建造物を巡り、維持管理等、現状の問題点などを把握等を行う。
・その後、周辺会場でのシンポジウムで、これの考察を深め解決策を探る。
・シンポジウムの場で、地元の住民、他県からの参加者、県下各地のヘリテージマネージャーが、情報交
換を行うことで交流・連携を図り、個の補完を目指す。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 29 年度 140 人 【目標値】 平成

人

0% 98%

人 人 人140 人 199 人

33 年度 200 人

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

事業④： 兵庫県の民俗芸能公開事業 実施団体： （実施団体名を記載してください。）

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

事業概要：

・兵庫県内で行われている民俗芸能を一堂に公開する民俗芸能大会を開催することにより、その素晴らし
さをより多くの県民に周知する。
・民俗芸能大会を通して保存継承、活用への意識を向上させ、少子高齢化等による県内の各保存団体の困
難な状況を解決する。

評価指標区分： ・フェスティバル出演団体の保存会会員数 （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 兵庫県内市町の人口減の状況から、現状維持を設定

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 175 団体 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 175 団体

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

175 団体 175 団体 団体 団体 団体 団体

現状維持 現状維持

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成


